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昨年の災害を教訓に、一層の精進
を心に刻む南部町消防団員

復旧元年
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１
月
５
日
、
南
部
町
新
年
互
礼

会
が
町
民
ホ
ー
ル「
楽
楽
ホ
ー
ル
」

お
よ
び
名
川
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
、
約
２
５
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
工
藤
町
長
が
「
町
民
と

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
対
話
を
も
と

に
、
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合

い
、
汗
を
流
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
効
果
的
な
行
政
運
営

や
積
極
的
な
諸
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
参
り
ま
す
」
と
式
辞
。
南

部
町
表
彰
条
例
な
ど
に
基
づ
く
表

彰
の
授
与
も
行
わ
れ
、
受
賞
者
一

人
一
人
に
工
藤
町
長
か
ら
賞
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

中
村
善
一
さ
ん
が
「
受
賞
で
き
た

の
も
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協

力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。
な
お
一
層
精
進

し
、
町
発
展
の
た
め
に
努
め
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
方
々
で
す
。

町
政
の
発
展
を
誓
い
、
新
た
な
決
意

平
成　

年
南
部
町
新
年
互
礼
会

24

功
労
褒
賞

瀬
川　

叡　

さ
ん
（
斗
賀
）

町
体
育
指
導
委
員

と
し
て
、
地
域
住

民
の
健
康
体
力
づ

く
り
に
寄
与
し
、

体
育
の
振
興
発
展

に
貢
献

神
明
前 
八
重
子 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
  （
上
名
久
井
）

町
防
犯
女
性
部
員

と
し
て
、
地
域
住

民
の
生
活
安
定
に

貢
献

谷
内 
吉
治 
さ
ん
（
大
向
）

町
体
育
指
導
委
員

と
し
て
、
地
域
住

民
の
健
康
体
力
づ

く
り
に
寄
与
し
、

体
育
の
振
興
発
展

に
貢
献

八
木
田 
憲
司 
さ
ん
（
苫
米
地
）

町
体
育
指
導
委
員

と
し
て
、
地
域
住

民
の
健
康
体
力
づ

く
り
に
寄
与
し
、

体
育
の
振
興
発
展

に
貢
献

畑
中 
明
美 
さ
ん
（
斗
賀
）

町
防
犯
女
性
部
員

と
し
て
、
地
域
住

民
の
生
活
安
定
に

貢
献

夏
堀　

徹 
さ
ん
（
苫
米
地
）

三
戸
地
区
交
通
指

導
隊
員
並
び
に
農

業
委
員
会
委
員
の

職
に
あ
っ
て
、
公

共
の
福
祉
の
向
上

に
寄
与
し
、
地
方

自
治
の
振
興
発
展

に
貢
献

工
藤 
岩
三 
さ
ん
（
沖
田
面
）

三
戸
地
区
防
犯
指

導
隊
員
と
し
て
、

地
域
住
民
の
生
活

安
全
に
貢
献

佐
々
木 
充
澄 
さ
ん
（
埖
渡
）

三
戸
地
区
交
通
指

導
隊
員
と
し
て
、

地
域
住
民
の
交
通

安
全
に
貢
献

高
橋　

仁 
さ
ん
（
小
泉
）

農
業
委
員
会
委
員

並
び
に
三
戸
地
区

交
通
指
導
隊
員
の

職
に
あ
っ
て
、
公

共
の
福
祉
の
向
上

に
寄
与
し
、
地
方

自
治
の
振
興
発
展

に
貢
献

工
藤 
又
彦 
さ
ん
（
下
名
久
井
）

農
業
委
員
会
委
員

並
び
に
民
生
児
童

委
員
の
職
に
あ
っ

て
、
公
共
の
福
祉

の
向
上
に
寄
与

し
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献

苫
米
地 
春
美 
さ
ん
（
苫
米
地
）

農
業
委
員
会
委
員

の
職
に
あ
っ
て
、

公
共
の
福
祉
の
向

上
に
寄
与
し
、
地

方
自
治
の
振
興
発

展
に
貢
献

沼
畑 
俊
一 
さ
ん
（
相
内
）

町
議
会
議
員
並
び

に
農
業
委
員
会
委

員
の
職
に
あ
っ

て
、
公
共
の
福
祉

の
向
上
に
寄
与

し
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献

中
村 
善
一 
さ
ん
（
上
名
久
井
）

町
議
会
議
員
並
び

に
農
業
委
員
会
委

員
等
の
職
に
あ
っ

て
、
公
共
の
福
祉

の
向
上
に
寄
与

し
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
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謝
辞
を
述
べ
る
中
村
善
一
さ
ん

佐
々
木 
由
治 
さ
ん
（
斗
賀
）

名
川
中
学
校
に
門

柱
一
式
並
び
に
剣

吉
小
学
校
に
屋
内

相
撲
用
土
俵
マ
ッ

ト
一
式
を
寄
付

し
、
教
育
振
興
に

貢
献

小
野  
莉  
沙 　

さ
ん
（
平
）

り 

さ

平
成　

年
度
全
国

23

高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技

女
子
五
千
メ
ー
ト

ル
競
歩
で
第
6
位

に
入
賞
し
、
町
の

名
誉
を
高
揚

笹
川 
和
弘　

さ
ん

                    
（
群
馬
県
桐
生
市
）

平
成　

年　

月
発

23

9

生
の
台
風
第　

号
15

の
災
害
に
よ
る
見

舞
金
を
寄
付
し
、

地
域
復
興
に
貢
献

西
村 
陽
太　

さ
ん
（
相
内
）

文
部
科
学
大
臣
杯

第　

回
小
学
生
・

54
中
学
生
全
国
空
手

道
選
手
権
大
会
個

人
戦
中
学
1
年
生

男
子
組
手
の
部
で

第
5
位
に
入
賞
し
、

町
の
名
誉
を
高
揚

堀
合 
修
平　

さ
ん
（
森
越
）

平
成　

年
度
全
国

22

高
等
学
校
駅
伝
競

走
大
会
で
総
合
第

6
位
に
入
賞
し
、

町
の
名
誉
を
高
揚

中
山 
歩
美　

さ
ん
（
平
）

テ
ク
ノ
愛
２
０
１

０
高
校
の
部
で
グ

ラ
ン
プ
リ
並
び
に

第　

回
コ
カ ・ 
コ
ー

18
ラ
環
境
教
育
賞
次

世
代
支
援
部
門
で

大
賞
を
受
賞
し
、

町
の
名
誉
を
高
揚

工
藤　
 
超 　

さ
ん
（
下
名
久
井
）

た
け
る

平
成　

年
度
全
国

22

高
等
学
校
駅
伝
競

走
大
会
で
総
合
第

6
位
に
入
賞
し
、

町
の
名
誉
を
高
揚

若
本  
佳  
南 　
 
さ
ん
（
下
名
久
井
）

か 

な

テ
ク
ノ
愛
２
０
１

０
高
校
の
部
で
グ

ラ
ン
プ
リ
並
び
に

第　

回
コ
カ ・ 
コ
ー

18
ラ
環
境
教
育
賞
次

世
代
支
援
部
門
で

大
賞
を
受
賞
し
、

町
の
名
誉
を
高
揚

西
塚　

真　

さ
ん
（
斗
賀
）

テ
ク
ノ
愛
２
０
１

０
高
校
の
部
で
グ

ラ
ン
プ
リ
並
び
に

第　

回
コ
カ ・ 
コ
ー

18
ラ
環
境
教
育
賞
次

世
代
支
援
部
門
で

大
賞
を
受
賞
し
、

町
の
名
誉
を
高
揚

砂
沢  
愛  
依 　

さ
ん
（
斗
賀
）

あ 

い

第　

回
コ
カ
・

18
コ
ー
ラ
環
境
教
育

賞
次
世
代
支
援
部

門
で
大
賞
を
受
賞

し
、
町
の
名
誉
を

高
揚

赤
石 
譲
二　

さ
ん
（
赤
石
）

テ
ク
ノ
愛
２
０
１

０
高
校
の
部
で
グ

ラ
ン
プ
リ
並
び
に

第　

回
コ
カ ・ 
コ
ー

18
ラ
環
境
教
育
賞
次

世
代
支
援
部
門
で

大
賞
を
受
賞
し
、

町
の
名
誉
を
高
揚

日
沢 
亜
美　
 
さ
ん
（
下
名
久
井
）

第　

回
コ
カ
・

18
コ
ー
ラ
環
境
教
育

賞
次
世
代
支
援
部

門
で
大
賞
を
受
賞

し
、
町
の
名
誉
を

高
揚

佐
々
木 
里
菜 
さ
ん
（
杉
沢
）

第　

回
コ
カ
・

18
コ
ー
ラ
環
境
教
育

賞
次
世
代
支
援
部

門
で
大
賞
を
受
賞

し
、
町
の
名
誉
を

高
揚

阿
部 
加
奈
江　

さ
ん
（
剣
吉
）

第　

回
コ
カ
・

18
コ
ー
ラ
環
境
教
育

賞
次
世
代
支
援
部

門
で
大
賞
を
受
賞

し
、
町
の
名
誉
を

高
揚

名
久
井
小
学
校　

（
写
真
は
高
橋
光
憲
校
長
）

科
学
の
好
き
な
子

ど
も
を
育
て
る
２

０
１
０
年
度
ソ

ニ
ー
子
ど
も
科
学

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
最
優
秀
校
を
受

賞
し
、
町
の
名
誉

を
高
揚

佐
々
木 
勘
四
郎　
 さ
ん
（
埖
渡
）

町
営
地
方
卸
売
市

場
運
営
審
議
会
委

員
並
び
に
農
業
委

員
会
委
員
等
の
職

に
あ
っ
て
、
公
共
の

福
祉
の
向
上
に
寄

与
し
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献

長
根 
幹
直　

さ
ん
（
平
）　

町
消
防
団
員
と
し

て
地
域
住
民
の
生

命
財
産
の
保
護
に

尽
く
し
、
公
益
と

民
生
の
安
定
に
貢

献

善
行
表
彰
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

平
成　

年
南
部
町
消
防
団
出
初
式

24

　

南
部
町
消
防
団
出
初
式
が
１
月
９

日
、
福
田
地
区
で
行
わ
れ
、
約
４
０

０
人
の
消
防
団
員
が
地
域
防
災
へ
の

決
意
を
新
た
に
、
士
気
を
高
め
ま
し

た
。

　

消
防
団
員
は
、
観
閲
者
で
あ
る
工

藤
町
長
か
ら
服
装
や
車
両
の
観
閲
を

受
け
た
後
、
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
に
合

わ
せ
力
強
く
分
列
行
進
を
開
始
。
そ

の
後
、
福
地
体
育
セ
ン
タ
ー
で
の
式

典
で
は
、
ま
と
い
振
り
や
は
し
ご
乗

り
が
披
露
さ
れ
、
無
火
災
に
向
け
て

気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
は
「
昨
年
の
大
災
害
を

経
験
し
た
我
々
は
、
決
し
て
忘
れ
る

こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
、
こ
れ
か
ら

の
消
防
防
災
活
動
に
生
か
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
度
は
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
」と
、

ま
た
沖
田
隆
成
団
長
が
「
消
火
の
基

礎
と
な
る
操
法
訓
練
、
様
々
な
現
場

を
想
定
し
た
実
動
訓
練
、
消
防
団
員

と
し
て
基
礎
と
な
る
礼
式
訓
練
な
ど

を
充
実
さ
せ
、
町
民
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

そ
れ
ぞ
れ
訓
示
し
ま
し
た
。

工藤町長の観閲を受ける消防団員

式典では消防協力者に町から感謝状が贈られました
剣吉下町内財産管理委員会

　平成23年２月、名川第８分団への水槽付消防ポン

プ自動車導入にあたり装備品を提供し、消防力強

化に貢献

森　昭兵衛さん、坂本　忠美さん

　平成23年４月21日、小向地区で発生した建物火災

に際し初期消火及び住人の避難誘導を行った

大切なまちや家族を守りた
い想いはひとつ
～消防団新入団員募集～
　消防団とは、地域に「住んでいる」「働い

ている」人によって構成される市町村の消

防機関です。一人一人が、それぞれの仕事

を持ちながら、「自分たちのまちは、自分た

ちの手で守る」という想いで、様々な活動

を行っています。

　町では、18歳以上で心身ともに健康な

方の消防団員を募集しています。性別は問

いません。地域の防災リーダーとなる消防

団員に多くの入団をお待ち

しています。

問合せ　総務課（本庁舎）

☎0178−84−2111
工藤町長から感謝状を受け取った方々
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えんぶりの衣装や用具の整備に、宝くじの助成金を活用

旧鳥舌内小学校跡地を売却

　杉沢町内会（久保達也会長）では、住民
の連帯感を高めたり子どもたちの健全育成
を図るため、約30年前に活動休止していた
「えんぶり」を復活。烏帽子や衣装などの整
備に、宝くじの助成金を活用しました。
　　月22日には、納入された衣装などに宝1
くじマーク（クーちゃん）の貼り付け作業
を行ったほか、昨年設立した杉沢伝統芸能
保存会（小村健造会長）の定時総会が開催
され、衣装などが披露されました。
　久保町内会長は「地域の方々もたいへん
喜んでいる。住民が一緒になって、自主的
に活動できるように活用したい」、小村杉
沢伝統芸能保存会長は「道具が整備された
ので、今後は演者の指導や後継者の育成に
力を入れ、“南部地方えんぶり”“八戸えん
ぶり”への参加を目指しながら地域の活性
化を図りたい」と話していました。
　総会後の懇親会では、喜びの声ととも
に、えんぶり復活に向けた話題で賑わいを
見せていました。

住宅用火災警報器の設置
　平成20年　月から住宅などでの設置が義務6
づけられている住宅用火災警報器。　 月まで1
に地元の消防団員が家庭を訪問して、設置状
況の調査とＰＲを行いました。
　火災を早期に発見し大切な命を守るため
に、住宅用火災警報器の設置が済んでいない
住宅では、早期の設置をお願いします。
　また、設置してから　年以上経過した家庭3
では、電池の確認をお願いします。
問合せ　三戸消防署　☎0179－22－1140
　　　　名川分署　　☎0178－76－2416
　　　　福地分遣所　☎0178－84－2103

　町では、不要になった土地を個人・法人などに活用
していただくため、一般競争入札により売却します。

  問合せ　財政課（本庁舎）☎0178-84-2111

件名　旧鳥舌内小学校跡地
物件所在地　南部町大字鳥舌内字七ツ役２−４
登記地目　学校用地
分譲予定地面積　4,704.79㎡
最低売却価格　14,820,000円（3,150円／㎡）

  売却する土地

説明会に参加しない人は、入札に参加できません。説
明会終了後、現地を案内します。
日時　２月24日（金）　13時30分
場所　南部町役場本庁舎　委員会室（３階）

  入札説明会

日時　３月６日（火）　13時30分
場所　南部町役場本庁舎　中会議室（３階）

  入　札

宝くじマークを丁寧に貼り付けていました㊧/新たに整備された烏帽子

のぼり旗 （1）、 烏帽子 （3）、 太夫衣装 （3）、
組員衣装 （15）、舞手衣装 （4）、サイヘイ 
（15）、扇子 （10）、ツマゴ （18）、ハバキ 
（18）、ジャンギ （3）、手平鉦 （3）、横笛 
（3）、太鼓 （1）、太鼓枠 （1）、バチ（3）

整備されたもの
※（　）内は個数

平成23年度コミュニティ助成事業
（一般コミュニティ助成事業）

活用事業

2,401,035円（うち助成金2,400,000円）事業費

宝くじマーク
（クーちゃん）
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寒さの中にも、ぬくもりを感じるイベントに参加してみませんか

極寒祭 in チェリウス
２月11日（土・祝）

13時～15時

北のフルーツパーラーin
南部町～いちご編～
※いちご狩りとオリジナルの
　スイーツ作りが楽しめます

15時～16時ブラス団によるライブ

14時、15時、16時エコキャンドル作り

18時～エコキャンドルナイト
点灯

17時30分～20時スターウォッチング（天
体観望会）

19時～20時
えんぶり・見・ナイト
※チェリウスに高瀬えんぶり
　組が、春を告げにきます

えんぶりを鑑賞しながら郷土料理が食べられる、お得
なゆっくり鑑賞プラン（2,500円）と宿泊パック
（6,000円 2食付）をご用意しています。

２月12日（日）
９時30分（受付）
10時30分
（スタート）

スノーウォークin法光寺

10時～14時雪遊び、雪馬車運行、馬の
餌やり体験

11時、13時雪堀宝探し大会
（豪華景品が盛りだくさん）

【申込み・問合せ】

チェリウス　☎0178−76−1001

商工観光課（名川分庁舎）☎0178−76−3230

公共工事契約状況（12月19日入札）　　　　　　　　　　問合せ　財政課　（本庁舎）☎0178-84-2111

工　　期契約額（円）請負業者工事場所工　　事　　名

自：23年12月22日
至：24年  3月19日17,414,250円宮川工業㈱大向地区南部下水管渠第40号工事

自：23年12月22日
至：24年  3月19日12,789,000円㈲夏善工業大向地区南部下水管渠第41号工事

自：23年12月22日
至：24年  3月19日9,702,000円㈱青森クボタ大向地区南部下水マンホールポンプ第3号

工事
自：23年12月22日
至：24年  3月16日4,240,267円㈱山口製材所上名久井地区南部町名川センターハウス施設

改修工事
自：23年12月22日
至：24年  2月29日1,312,500円宮川工業㈱福田地区福地弓道場災害復旧工事

自：23年12月22日
至：24年  2月29日7,738,500円工藤建設工業㈱大向地区向小学校暖房設備改修工事

自：23年12月22日
至：24年  2月29日3,874,500円㈱宮本農機福田地区福田小学校灯油配管設備改修工事

自：23年12月22日
至：24年  3月19日2,289,000円㈲まべち興業苫米地地区苫米地橋上部工撤去工事

※両日とも入浴料が大人200円、中学生以下は無料です。
　来場者にはホットアップルジュースのサービスがあり
ます。
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本
格
的
な
農
業
を
始
め
て
2
年

が
経
ち
ま
し
た
。
以
前
は
手
伝
う

程
度
だ
っ
た
の
で
知
識
も
あ
ま
り

な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

　

現
在
、
経
験
を
積
み
重
ね
な
が

ら
私
の
代
で
Ｐ
Ｒ
で
き
る
農
産
物

づ
く
り
や
安
定
し
た
農
業
経
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
に
土
作
り
に
取
り
組

み
、
有
機
肥
料
の
割
合
を
増
や
し

て
い
ま
す
。
2
年
前
は
3
割
、
昨

年
は
5
割
ほ
ど
に
し
ま
し
た
。

　

周
囲
の
方
か
ら
話
を
聞
く
と

「
昔
は
落
ち
葉
や
枝
木
な
ど
、
自

然
堆
肥
に
よ
っ
て
農
産
物
が
作
ら

れ
、
お
い
し
か
っ
た
」
と
の
言
葉

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
最
終
的
に
は
「
自
然
堆
肥

で
育
て
た
り
ん
ご
で
す
」
と
自
信

を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
新
た
に
、
有
機
栽
培
の
野

菜
畑
を
作
り
ま
し
た
。
夏
野
菜
を

中
心
に
、
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て

い
く
か
、
試
み
た
土
が
最
適
な
の

か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
仕
事
と
同
時
に
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
も
始
め
ま
し
た
。
自
然
を

感
じ
な
が
ら
喜
ん
で
い
る
姿
に
、

私
も
南
部
町
の
良
さ
を
改
め
て
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
人
と
の
つ
な
が
り
も
で

き
ま
し
た
。
果
樹
を
そ
の
場
で
食

べ
て
い
た
だ
き
、
う
れ
し
い
表
情

を
浮
か
べ
る
と
、
今
ま
で
以
上
の

農
産
物
を
生
産
し
よ
う
と
意
欲
が

湧
き
ま
す
。

　

私
が
一
か
ら
挑
戦
し
た
野
菜
づ

く
り
を
成
功
さ
せ
、
訪
れ
た
方
と

収
穫
し
、
料
理
を
す
る
な
ど
の
体

験
型
農
園
経
営
を
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。

　

そ
の
た
め
先
進
農
家
を
視
察
し

栽
培
方
法
を
学
ん
だ
り
、
講
習
会

に
参
加
す
る
な
ど
し
て
農
業
技
術

を
磨
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

体
験
型
農
園
経
営
を
目
指
す四戸　泰明 さん（上名久井）

実
り
の
あ
る
り
ん
ご
を
目
指
し
て
剪
定

作
業
を
し
て
い
ま
し
た

今
回
の
新
規
就
農
者
の
四
戸
泰
明
さ
ん（
上
名
久
井
）は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

を
通
じ
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

　名久井農業高校の生徒が研究した「東日本大震災の
津波に襲われた土壌から塩分を除去する方法」と「光
は農薬の代わりになるのか」が、筑波大学主催の「第
　回科学の芽賞コンクール」で最高賞に当たる「科学6
の芽賞」を受賞しました。全国の小中高校や海外の日
本人学校から2,275点の募集があり、同校は科学の芽賞
　点のうち　点に選ばれました。3 2
　除塩に取り組んだ　、　 年生13人は、マイクロバブ2 3
ル（細かく泡立てた特別処理水）で、土壌から塩分を
洗い出すことを研究。岩手県山田町や八戸市の種差海
岸で実証しました。
　　、　 年生　人の草花研究班は、ナデシコやストッ2 3 2
クの花に、赤色の弱いＬＥＤの光を当てると成長す
る。また、ひまわりは青色のＬＥＤだと同様の結果か
ら、農薬を使わないで成長させる方法を導きました。

名農生の研究が 最高賞を受賞

科学の芽賞を受賞した２年生のメンバー。（左前から）
小町一磨君、逸見愛生さん（左後から）佐々木里菜さ
ん、阿部加奈江さん、日沢亜美さん、砂沢愛依さん
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全国の舞台で躍動
名川中出身選手が結果報告＆青森県代表に４人の中学生

児童は大きな体に大はしゃぎしながら喜んでいました

㊧から柿本昇忠君（１年、７区）、堀合修平君（３年、４区）、工藤町長、
田中槇一君（３年、２区）、有谷昭宏君（１年、補欠）

　12月25日に京都市で開催された「第62回
全国高等学校男子駅伝競走大会」で、５位
の成績を残した青森山田高校の名川中学校
出身選手が12月28日、本庁舎を訪れ実績を
報告しました。（写真左上）
　選手は「支えてくれた方々に感謝の気持
ちを持って走った。町民の応援のおかげで
納得のいく走りができた」などと、大会を
振り返りました。
　工藤町長は「優勝候補の一角として、１
秒でも早くたすきをつなげようとする思い
が、素晴らしい結果になった」と好成績を
たたえました。
　また１月15日に京都市で開催される「第
30回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会」
と、１月22日に広島市で開催の「第17回全
国都道府県対抗男子駅伝競走大会」の青森
県代表に４人の中学生が選ばれ、大会に向
けて抱負を伝えました。（写真左下）
　メンバーを最終選考するための合宿に入
る生徒は「選ばれるよう合宿で全力を尽く
す」と力強く目標を掲げていました。

丸葉台樹の講師を務めた坂本誠治さん（小向・㊥）

目標を持って頑張れば夢はかなう
元大関貴ノ浪が福地小学校を訪問

　12月16日、大相撲の 音  羽  山 親方（三沢市出身、
おと わ やま

元大関貴ノ浪）が福地小学校を訪問し、児童や保
護者らと触れ合いました。
　 音  羽  山 親方は翌日のイベントに出席するため青

おと わ やま

森県に入り、また付き人が旧福地村出身という事
もあり、学校関係者からの依頼を受けて来校しま
した。
　親方は児童に「目標を持って一生懸命頑張れば、

高品質なりんご生産にむけて
新春りんご剪定大会

　財団法人青森県りんご協会主催の「平成24年新
春りんご剪定大会」が１月７日、上名久井地区の
園地で行われ、県南地区から約150人が参加しま
した。
　工藤町長が「今年が実り多い年になるよう期待
しています」と述べ、その後４人の講師が丸葉台
樹とわい化樹の模範剪定を行いました。
　参加者は、花芽をうまく出す方法などを質問し
ながら、高品質なりんご生産への意欲を高めてい
ました。

㊧から石毛清八南部中校長、内宮寛文君（南部中３年）、堀合大輔君（名
川中３年）、工藤町長、渋屋智美さん（名川中２年）、田中聡珠さん（名
川中３年）、加藤司名川中校長

夢がかなえら
れます」とエ
ールを送りま
した。また児
童や保護者ら
と握手をした
り記念撮影を
しながら、楽
しいひととき
を過ごしまし
た。
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　町剣道協会（福田征夫会長）主催の剣道寒稽古
が１月４日から15日まで向小学校体育館で行わ
れ、30人の剣士は寒さに耐えながら技や精神力を
磨きました。最終日には昇級試験を兼ねた試合に
挑み、日々の鍛練の成果を発揮しました。
　福田会長は「今年は、個人で目標を立て、実行・
反省を繰り返してほしい」と期待していました。
　また１月８日、東北地方の各県で優勝したチー

早期復旧を願う
南部工業高校生徒会から寄付金

寒さに耐え、技・精神を磨く
剣道協会寒稽古

山頂は澄み切った青空で式典にふさわしい天候でした

全校生徒の思いが詰まった目録です

　南部工業高校の生徒会は12月21日、台風第15号
による被害からの早期復旧を願い、10月に行われ
た文化祭での売上金10万円を町に寄付しました。
　文化祭では、生徒が学んだ技術を生かして作成
した工具箱やバーベキューコンロなどを販売して
います。
　前生徒会長の有谷隆宏君（３年）から目録を受
取った工藤町長は「生徒の思いを強く受け止め復
旧に向けて、ありがたく使わせていただきます」
とお礼を述べました。

木村三戸警察署長㊧から感謝状を受け取る竹内司三戸地
区防犯指導隊南部支隊長

体力づくりのため、これからも続ける
名久井岳の山頂に標柱を設置

　名久井岳早朝登山会（久保久夫会長）は１月15
日、早朝登山450回を記念して615.4ｍの山頂に標
柱を設置しました。
　同会は名久井岳の自然保護意識の高揚や健康づ
くりを目的に、約40年前から毎月第３日曜日に早
朝登山をしています。久保会長は「これからも体
力づくりのため、登山を続けていきたい」と話し
ていました。
　また下山後はチェリウスで総会を開き、参加者
の親睦を深めていました。

地域の安全に協力していただき感謝
警察協力者感謝状贈呈式

　三戸警察署は１月13日、三戸町住谷野で警察協
力者感謝状贈呈式を行いました。贈呈式では木村
昭人三戸警察署長が協力者一人一人に感謝状を手
渡しました。
当町で表彰を受けた人及び団体（敬省略）
三戸地区防犯指導隊南部支隊/南部町交通安全母
の会連合会/ぼたんの里安全づくり協議会/小田
桐幸子（苫米地）/庭田義雄（苫米地）/工藤正美
（虎渡）/田中寛（剣吉）久保京雄（鳥舌内）/
久保田省一（玉掛）/宮木美香子（門前）

寒稽古を終えた剣士は充実した表情でした

ムなどが参加
するイーハト
ーブ花巻剣道
大会に出場し、
約180チーム
が参加した小
学生の部で、
同協会の南部
少年剣士隊が
準優勝に輝き
ました。
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Friday

3
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・名病

個・名病　BCG

Thursday

10
可燃　名川Ａ・Ｂ、南部Ａ・Ｂ，福地
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・名病

9
新・雑・チラシ　名川Ｂ・南部Ｂ
段ボール　名川Ａ・南部Ａ
１・６　ぼたんの里
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外

17
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・名病

16
新・雑・チラシ　名川Ａ・南部Ａ
ペットボトル　名川Ｂ・南部Ｂ
乳健　ゆとりあ
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外

24
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・名病

23
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外

2
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・名病

個・名病　BCG

3月1日　広報３月号発行予定日
段ボール　名川Ｂ・南部Ｂ
ペットボトル　名川Ａ・南部Ａ
２歯　中央公民館
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外

9
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・名病

8
新・雑・チラシ　名川Ｂ・南部Ｂ
段ボール　名川Ａ・南部Ａ
３健　ゆとりあ
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外

　　  Saturday　　　 Sunday

4　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外　

5

11　建国記念の日

12

18　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外　

19

25　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外　

26

3　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外　

4

10　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外　

11

個・かわむら …個別接種（かわむら内科クリニック）受付9時～11時、14時～17時30分（月・火・木・金曜日）、9時～11時（水・土曜日）
個・川外 …個別接種（川守田外科胃腸科）受付9時～11時、14時～17時（月・火・水・金曜日）、9時～11時（木・土曜日）
個・はらだ …個人接種（はらだクリニック）受付15時～18時　個・名病 …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分
個・南病 …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分　集団 …集団予防接種（受付13時～13時20分）

【病院健診】
名川病院で平日に受診できます。

【集団検診】
受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課
（☎0178−60−7100）へお問い合わ
せください。

木

金 土 日



1 ・ 6 …１歳６か月児健康診査（H22.6～H22.7生）受付12時～12時15分　２歯 …２歳児歯科健康診査（H21.7～H21.8生）受付12時40分～13時10分
乳健 …乳児健康診査（H23.6～H23.7生）受付12時30分～12時50分　
乳相 …乳児健康相談（H23.9～H23.11生）受付9時30分～10時、（H23.2～H23.4生）受付10時～10時30分
３健 …３歳児健康診査（H20.7～H20.8生）受付12時～12時15分　４相 …４歳児健康相談（H19.7～H19.9生）受付13時30分～14時

WednesdayTuesdayMonday

8
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
缶・ビン・ペット　福地
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・はらだ

7
可燃　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外　

6
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・名病

個・南病　三種混合

15
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
新聞・段ボール　福地
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・はらだ

14
可燃　名川Ａ・南部Ａ
４相　ふくち保育園（ふくち保育園児等対象）
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外　

13
可燃　福地　　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・名病

個・南病　MR混合

22
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
雑・チラシ・古布・その他の紙・缶・
ビン・ペット　福地
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・はらだ

21
可燃　名川Ａ・南部Ａ
乳相　ぼたんの里
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外　

20
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・名病

個・南病　日本脳炎

29
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
缶・ビン・ペット　福地
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・はらだ

28
可燃　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外　

個・かわむら　BCG

27
可燃　福地　　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・名病

7
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
不燃　福地
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・はらだ

個・川外　BCG

6
可燃　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら
　　　　　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・川外　

5
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら
個・川外　　 　三種混合・MR混合・日本脳炎

券
犬
鹸個・名病

個・南病　三種混合

月

 可燃 …可燃物　不燃 …不燃物　粗大 …粗大ごみ　ペット …ペットボトル　新 …新聞紙　雑 …雑誌　段 …段ボール
名川Ａ…名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ…名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ…南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10区、11区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ…南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ…福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ…福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地……福地全地区

火 水
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20広報なんぶちょう　２月号

書
の
購
入
契
約

▽
契
約
金
額　

8
0
6
万　
3

千　

円
（
税
込
）

55

▽
契
約
先　

株
式
会
社
北
村

（
田
子
町
）

▽
予
定
価
格　

8
2
1
万　
9

千
円
（
税
抜
）

▽
落
札
率　
　

・　

％

93

4

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

　

人
の
推
薦
に
同
意

2
▽
工
藤
由
利
子 
氏
（
下
名
久
井
）

　

舘　

冨
美
子 
氏
（
森　
　

越
）

 
【
人
権
擁
護
委
員
】　

国
民

の
基
本
的
人
権
の
侵
犯
を

監
視
・
救
済
し
、
人
権
思

想
の
普
及
・
高
掲
に
努
め

る
委
員
。
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
ま
す
。

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補

23

正
予
算
（
第　

号
）

7

▽
主
な
内
容
は
、
介
護
施
設

へ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

置
補
助
金
と
し
て
2
2
8

万　

千
円
。
将
来
の
公
債

6
費
負
担
に
備
え
る
た
め
の

減
債
基
金
積
立
金
に　

億
2

　

千
万
円
。
農
林
水
産
業

5施
設
災
害
普
及
費
に　

千
9

第 27 号 発行・編集
議会広報編集委員会☎  0178・84・2111

5
6
9
万
円
。
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
費
に　

千
7

2
4
7
万　

千
円
を
追
加

5

し
た
。

　
　

ま
た
、
一
般
職
員
の
人

件
費　

千
8
2
8
万　

千

5

6

円
の
減
額
な
ど
も
含
め
、

合
計
で　

億
5
3
7
万
円

3

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
1
0
6
億　

千
1
6
0

2

万　

千
円
と
し
た
。

9

■
平
成　

年
度
国
民
健
康
保

23

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第　

号
）

1

▽
主
な
内
容
は
、
財
政
調
整

基
金
（
災
害
等
不
測
の
事

態
へ
の
備
え
や
財
源
の
不

均
衡
を
調
整
す
る
基
金
）

へ
の
積
立
金
に　

千
5
0

6

3
万　

千
円
を
追
加
。
合

6

計
で　

千
6
0
6
万　

千

6

6

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を　

億　

千
5
0
6
万

29

8

　

千
円
と
し
た
。

6
■
平
成　

年
度
名
川
病
院
事

23

業
会
計
補
正
予
算
（
第　
1

号
）

▽
上
部
消
化
管
ビ
デ
オ
ス

コ
ー
プ
を
購
入 
。 （
財
源
は
、

長
寿
社
会
づ
く
り
ソ
フ
ト

事
業
交
付
金
5
0
0
万
円

を
充
当
）

台
風　

号
被
害
の
農
地
等
災
害
復
旧

15

へ
本
格
的
に
着
手
し
、
耕
作
時
期
ま

で
に
完
了
予
定  
※
土
地
改
良
事
業
（
災
害
復
旧
）
の
施
行

■
土
地
改
良
事
業
（
災
害
復

旧
）
の
施
行

▽
台
風　

号
に
よ
り
被
災
し

15

た
町
内
の
農
地
及
び
農
業

用
施
設
の
災
害
復
旧
事
業

を
行
う
。
事
業
費
は
合
計

で　

千
4
9
2
万
円
。

7
（
事
業
費
の　

％
か
ら　

50

65

％
は
国
か
ら
の
補
助
金
に

よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
が
、

激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た

場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。）
期
間
は
、
耕

作
時
期
ま
で
に
完
了
す
る

予
定
。【
関
連
記
事
は　
22

ペ
ー
ジ
に
掲
載
】

■
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

取
り
組
み
を
追
加

▽
八
戸
市
と
締
結
し
て
い
る

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

な
か
で
、
障
が
い
者
福
祉

の
充
実
や
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の　

分
野
か

2

ら
発
達
障
が
い
に
関
す
る

合
同
研
修
会
の
開
催
等　
3

事
業
の
取
り
組
み
を
追
加

し
た
。

■
デ
ジ
タ
ル
移
動
系
防
災
行

政
無
線
施
設
整
備
工
事
の

一
部
を
変
更
す
る
契
約

▽
変
更
前
契
約
金
額　
　

億
1

9
5
3
0
万
円
（
税
込
）

▽
追
加
契
約
金
額　

8
8
3

万　

千
円
（
税
込
）

6

▽
契
約
先　

扶
桑
電
通
株
式

会
社
青
森
営
業
所
（
青
森

市
）

※
通
話
エ
リ
ア
を
確
保
す
る

た
め
無
線
中
継
所
を　

カ
1

所
増
設
す
る
変
更
。

■
小
・
中
学
校
図
書
室
用
図

　

第　

回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
財
産
の
取
得
、
平
成　

年

42

23

度
各
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、　

人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

8
第　

回
南
部
町
議
会
定
例
会　
　

月
̎
日 
～ 　

月
̔
日

42

12

12
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■
南
部
町
消
防
団
福
地
第
一

分
団
屯
所
移
転
後
の
施
設

利
用
に
関
す
る
陳
情
書

 
【
陳
情
者
】　

苫
米
地
中
町

内
会
長　

山
口 
弘
美（
苫

米
地
）

 
【
陳
情
の
趣
旨
】　

南
部
町

消
防
団
福
地
第
一
分
団

（
苫
米
地
）
の
屯
所
移
転

後
、
現
在
の
屯
所
を
集
会

所
施
設
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
使
用
許
可
及
び

改
修
を
お
願
い
し
た
い
。

▽
総
務
企
画
常
任
委
員
会
に

付
託
。
審
議
の
結
果
、
継

続
審
査
と
す
る
。

■
国
保
国
庫
負
担
率
の
大
幅

引
上
げ
等
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

 
【
陳
情
者
】　

青
森
県
社
会

保
障
推
進
協
議
会
長　

大

竹　

進
（
青
森
市
）

 
【
陳
情
の
趣
旨
】　

市
町
村

国
保
へ
の
国
庫
負
担
率
を

大
幅
に
引
き
上
げ
、
国
保

料
（
税
）
を
引
き
下
げ
る

こ
と
。
病
院
窓
口
負
担
を

軽
減
し
、
短
期
保
険
証
や

資
格
証
明
書
の
交
付
を
直

ち
に
や
め
る
こ
と
。

▽
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

付
託
。
審
議
の
結
果
、
継

続
審
査
と
す
る
。

■
介
護
保
障
制
度
に
関
す
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情
書

 
【
陳
情
者
】　

青
森
県
社
会

保
障
推
進
協
議
会
長　

大

竹　

進
（
青
森
市
）

 
【
陳
情
の
趣
旨
】　

介
護
保

険
・
介
護
保
障
へ
の
国
庫

負
担
を
増
や
し
、
保
険
料

や
利
用
料
の
負
担
軽
減
を

図
る
こ
と
。
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

制
度
に
す
る
こ
と
。
介
護

労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条

件
を
改
善
す
る
こ
と
。

▽
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

付
託
。
審
議
の
結
果
、
継

続
審
査
と
す
る
。

■
高
齢
者
医
療
制
度
等
に
関

す
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情
書

 
【
陳
情
者
】　

青
森
県
社
会

保
障
推
進
協
議
会
長　

大

竹　

進
（
青
森
市
）

 
【
陳
情
の
趣
旨
】　

後
期
高

齢
者
医
療
制
度
廃
止
と
新

高
齢
者
医
療
制
度
を
撤
回

し
、
国
庫
負
担
で
自
治
体

や
高
齢
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
こ
と
。

▽
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

付
託
。
審
議
の
結
果
、
継

続
審
査
と
す
る
。

■
住
宅
新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
助
成
事
業
制
度
の
創

設
に
関
す
る
陳
情
書

 
【
陳
情
者
】　

南
部
町
連
合

建
築
組
合
長　

松
本 
福

松

　

南
部
町
商
工
会
工
業
部
会

長　

滝
田　

勉

 
【
陳
情
の
趣
旨
】　

不
況
に

よ
る
町
内
商
工
業
者
所
得

の
減
少
や
人
口
の
減
少
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
新
築

着
工
戸
数
の
減
少
は
、
売

り
上
げ
の
大
幅
な
減
少
に

な
っ
て
い
て
、
転
廃
業
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
住
宅
新

築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
助

成
事
業
は
、
減
少
し
て
い

る
建
築
工
事
業
の
再
活
性

化
や
町
民
に
と
っ
て
も
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う

き
っ
か
け
と
な
る
た
め
、

制
度
を
創
設
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

▽
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

付
託
。
審
議
の
結
果
、
採

択
と
す
る
。

■
上
水
道
引
き
込
み
工
事
の

助
成
に
関
す
る
陳
情
書

 
【
陳
情
者
】　

堀
内 
耕
美

（
小
向
）

 
【
陳
情
の
趣
旨
】　

小
向
字

渡
ノ
端
地
区
で
は
、
上
水

道
引
き
込
み
工
事
費
用
が

高
額
の
た
め
井
戸
水
を
使

用
し
て
き
た
が
、
台
風　
15

号
の
水
害
に
よ
り
配
管
が

流
出
し
た
。

　
　

し
か
し
、
二
又
地
区
へ

の
上
水
道
本
管
工
事
が
進

み
、
上
水
道
の
引
き
込
み

工
事
を
し
た
場
合
、
周
辺

の
地
主
も
住
宅
の
新
築
を

検
討
し
て
い
る
が
、
工
事

費
用
が
高
額
で
あ
る
た
め

助
成
を
願
い
た
い
。

▽
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

付
託
。
審
議
の
結
果
、
採

択
と
す
る
。

■
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
の
増
加
及
び
規

約
の
変
更

▽
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
の
構
成
団
体
に
弘
前

市
が
加
入
。
ま
た
、
組
合

の
中
に
市
町
村
税
滞
納
整

理
機
構
を
設
け
、
市
町
村

税
等
全
般
の
滞
納
額
の
縮

減
及
び
徴
収
率
の
向
上
を

図
る
。

現在の南部町消防団福地第一分団屯所（苫米地）

青
森
県
市
町
村
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
の
反
対
討
論
（
立
花

寛
子
議
員
）

▽
市
町
村
税
等
の
滞
納
整

理
は
各
自
治
体
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
各
自
治

体
の
仕
事
と
し
て
理
解

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
広
げ
る
必
要
は
な

い
。

▽
採
決
結
果
、
賛
成　
14

人
、
反
対　

人
（
立
花

1

寛
子
議
員
）
で
原
案
可

決
。
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■
下
水
の
処
理
方
法

 
【
問
】　

公
共
下
水
道
事

業
や
農
業
集
落
排
水
事

業
が
進
ん
で
も
、
加
入

率
が
低
い
と
思
う
。
そ

こ
で
、
生
活
雑
排
水
だ

け
で
も
つ
な
ぐ
と
か
、

加
入
し
や
す
い
環
境
整

備
を
考
え
て
は
。（
工

藤
久
夫
議
員
）

 
【
環
境
衛
生
課
長
答
弁
】

下
水
の
処
理
方
法
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
公
共
下

水
道
、
農
業
集
落
排
水

及
び
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
で
対
応
し
て
い

る
。
生
活
雑
排
水
の
み

の
処
理
方
法
も
あ
る
と

思
う
が
、
今
後
検
討
し

て
み
た
い
。

■
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

に
関
わ
る
障
が
い
者
福

祉
充
実
へ
の
取
り
組
み

と
は

 
【
問
】　

当
町
で
は
、
ど

う
い
う
将
来
像
を
持
っ

て
い
る
の
か
。（
川
守

田
稔
議
員
）

 
【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

町
で
は
、
平
成　

年
度

23

中
に
障
が
い
者
福
祉
計

画
を
策
定
す
る
。
そ
の

将
来
像
は
、
計
画
を
策

定
し
て
か
ら
示
し
た

い
。

■
台
風
被
害
に
よ
る
農
地

等
の
災
害
復
旧
事
業
の

完
了
時
期
は

 
【
問
】　

土
地
改
良
事
業

に
お
け
る
災
害
復
旧
作

業
は
い
つ
ま
で
に
完
了

す
る
の
か
。（
工
藤
正

孝
議
員
）

 
【
農
林
課
長
答
弁
】　

災

害
復
旧
事
業
の
期
間

は
、
農
作
業
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
に
進
め

て
い
く
。

■
土
地
改
良
事
業
（
災
害

復
旧
）
の
補
助
率
引
き

上
げ
を

 
【
問
】　

国
の
補
助
率
が

　

％
か
ら　

％
と
な
っ

50

65

て
い
る
が
、
引
き
上
げ

て
個
人
負
担
を
少
な
く

で
き
な
い
か
。（
立
花

寛
子
議
員
）

 
【
農
林
課
長
答
弁
】　

平

成　

年　

月
に
激
甚
災

23

10

害
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
過
去
の
例
か

ら
国
の
補
助
率
が　

％
95

程
度
ま
で
引
き
上
げ
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

■
小
・
中
学
校
図
書
室
用

図
書
購
入
の
予
定
価
格

の
決
定
方
法
は

 
【
問
】　

予
定
価
格
は
ど

の
よ
う
に
決
定
し
て
い

る
の
か
。（
立
花
寛
子

議
員
）

 
【
学
務
課
長
答
弁
】　

各

学
校
の
学
級
数
に
よ
り

標
準
の
冊
数
が
決
め
ら

れ
て
い
て
、
そ
れ
を
基

に
各
学
校
の
金
額
を
割

り
当
て
て
い
る
。
ま

た
、
各
学
校
の
要
望
に

よ
り
図
書
の
購
入
を

行
っ
て
い
る
。

■
図
書
の
寄
付
を
募
っ
て

み
て
は

 
【
問
】　

全
国
的
に
多
く

の
自
治
体
で
図
書
の
寄

付
を
受
け
付
け
て
い

る
。
町
で
も
広
報
を
し

て
、
学
校
で
使
用
で
き

る
図
書
の
回
収
及
び
仕

分
け
を
す
れ
ば
予
算
も

削
れ
る
と
思
う
が
。

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 
【
学
務
課
長
答
弁
】　

そ

の
よ
う
な
方
法
も
検
討

し
て
み
た
い
。

■
リ
ン
ゴ
の
収
穫
量
と
値

　

段

 
【
問
】　

リ
ン
ゴ
の
収
穫

量
が
年
々
減
少
し
て
い

る
が
、
南
部
町
営
市
場

で
は
、
収
穫
量
が
少
な

い
た
め
高
い
値
段
で
取

り
引
き
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
の
か
。

そ
れ
と
も
既
に
収
穫

し
、
ま
だ
流
通
し
て
い

な
い
の
か
。（
工
藤
正

孝
議
員
）

 
【
市
場
長
答
弁
】　

今
年

の
リ
ン
ゴ
は
全
国
的
に

不
作
で
、
町
営
市
場
で

は
、
平
成　

年　

月　

23

11

30

日
現
在
、
出
荷
量
が
前

年
比
で　

％
下
回
っ
て

16

い
る
が
、
単
価
は　

％
32

高
く
な
っ
て
い
る
。
出

荷
は
、
こ
れ
か
ら
さ
れ

る
。

■
ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
の
管
理
運
営

 
【
問
】　

ふ
く
ち
ア
リ
ス

ア
リ
ー
ナ
を
県
に
無
償

譲
渡
す
る
考
え
は
。
管

理
運
営
を
委
託
す
れ

ば
、
町
の
負
担
が
軽
減

す
る
の
で
は
。（
工
藤

久
夫
議
員
）

 
【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

以
前
、
県
の
方
に
も
問

い
合
わ
せ
た
が
、
難
し

い
と
の
こ
と
。
県
に
譲

渡
を
受
け
て
も
ら
え
れ

ば
い
い
が
、
何
か
方
策

が
あ
る
か
検
討
し
て
い

き
た
い
。

   
矯 
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
（
第　

回
定
例
会
）

42

バーデハウスふくちの向かいにあるふくちアイスアリーナ
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 　矯 一 般 質 問
質　

問　

旧
南
部
中
学
校

校
庭
を
整
備
し
活
用
す
る

考
え
は
。

町
長
答
弁　

旧
南
部
中
学

校
校
庭
は
現
在
、
史
跡
平

良
ケ
崎
城
跡
（
町
指
定
）

と
し
て
、
青
森
県
遺
跡
台

帳
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
。
国
史
跡
の
追
加
指
定

を
目
指
し
て
い
る
地
域
で

も
あ
り
、
県
や
文
化
庁
の

指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

整
備
と
活
用
は
、
地
域

の
関
係
者
、
学
識
経
験
者

の
ご
意
見
を
参
考
に
考
え

て
い
き
た
い
。

質　

問　

校
庭
を
整
備
し

て
高
齢
者
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
練
習
場
所
に
し
て

は
。

町
長
答
弁　

町
内
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
主
な
練

習
場
所
は
、
向
小
学
校
第

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
名
川

2チ
ェ
リ
リ
ン
村
、
馬
淵
川

遊
水
池
公
園
、
あ
け
ぼ
の

多
目
的
広
場
の　

カ
所
を

4

活
用
し
て
い
る
。

　

旧
南
部
中
学
校
校
庭
で

の
利
用
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
整
備
に
要
す
る

財
政
的
な
面
や
整
備
後
の

維
持
管
理
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
だ
け
が
で
き
る
整

備
で
い
い
の
か
と
い
う
問

題
が
あ
る
。

　

関
係
者
と
協
議
し
て
進

め
て
い
き
た
い
が
、
現
在

は　

カ
所
の
練
習
場
所
を

4
活
用
願
い
た
い
。

質　

問　

平
成　

年　

月

23

9

　

日
発
生
し
た
台
風　

号

21

15

の
豪
雨
で
甚
大
な
災
害
と

な
り
、
被
害
を
こ
う
む
っ

た
。
馬
淵
川
が
増
水
し
、

こ
れ
ま
で
も
水
害
常
襲
地

帯
の
水
害
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
馬
淵
川
の
治
水

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

町
長
答
弁　

今
回
の
水
害

に
対
し
、
三
村
知
事
を
初

め
国
会
議
員
、
青
森
県
議

会
議
員
が
現
地
調
査
の
た

め
来
町
し
て
い
る
。
訪
れ

た
方
々
に
は
、
馬
淵
川
の

洪
水
に
よ
る
当
町
の
被
害

状
況
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
改
善
策
を
早
期
に
行

う
よ
う
要
望
し
た
。

　

今
ま
で
も
河
川
整
備
計

画
に
つ
い
て
関
係
機
関
へ

意
見
を
述
べ
て
き
た
が
、

今
回
の
台
風
が
さ
ら
に
大

き
な
洪
水
を
も
た
ら
し
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
中
流

部
の
河
川
整
備
計
画
に
つ

い
て
再
度
意
見
を
申
し
述

べ
た
い
。

　

三
村
知
事
も
、（
中
流

部
は
県
管
轄
で
あ
る
た

め
）
何
と
か
国
管
轄
で
の

早
期
整
備
が
必
要
と
い
う

考
え
で
あ
る
。
町
と
し
て

も
同
じ
考
え
で
国
に
も
働

き
か
け
を
し
て
い
る
が
、

今
回
の
災
害
を
受
け
、
さ

ら
に
強
く
国
会
議
員
に
も

要
望
し
て
い
く
。

質　

問　

今
後
も
今
回
の

台
風
以
上
の
洪
水
も
予
想

さ
れ
る
中
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
住
民
の
心
情
を
考
え

る
と
早
急
な
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
。

町
長
答
弁　

被
災
者
世
帯

等
特
別
見
舞
金
の
支
給
を

し
た
が
、
今
後
は
農
作
物

被
災
者
特
別
見
舞
金
の
支

給
も
行
う
。
ま
た
、
自
主

防
災
会
や
町
内
会
、
消
防

団
に
は
災
害
支
援
活
動
や

復
旧
活
動
に
要
し
た
経
費

を
助
成
を
す
る
ほ
か
、
被

害
を
受
け
た
方
々
に
は
、

町
民
税
、
固
定
資
産
税
及

び
国
民
健
康
保
険
税
を
減

免
す
る
予
定
。

　

こ
れ
以
外
に
も
今
回
、

今
ま
で
に
な
い
支
援
を
し

た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
ま

だ
ま
だ
足
り
な
い
部
分
は

あ
る
と
思
う
。
災
害
の
状

況
に
よ
っ
て
支
援
は
考
え

て
い
き
た
い
。

工藤 幸子 議員

旧南部中学校の
校庭整備と活用を 一

般

質

問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

馬
淵
川
氾
濫
に

よ
る
対
応
は

台風15号による浸水被害で消防隊によりボートで救出された
（大向・船場平、下タ構地区）
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質　

問　

台
風　

号
の
馬

15

淵
川
氾
濫
に
よ
り
、
苫
米

地
橋
（
通
称
つ
り
橋
）
は
、

流
木
な
ど
の
衝
突
で
流
失

し
た
。

　

地
元
住
民
に
よ
る
つ
り

橋
の
復
旧
を
願
う
声
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
復
旧
す

る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

馬
淵
川
に
架

か
る
つ
り
橋
が
被
災
し
た

た
め
に
、
国
へ
災
害
復
旧

事
業
と
し
て
申
請
す
る
に

当
た
り
事
前
協
議
を
し

た
。
そ
の
結
果
、
災
害
復

旧
事
業
は
現
在
と
同
じ
型

及
び
同
じ
規
模
の
つ
り
橋

で
復
旧
す
る
も
の
で
、
将

来
、
災
害
に
な
ら
な
い
よ

う
に
変
更
し
て
復
旧
す
る

こ
と
は
災
害
復
旧
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
な
い
と
の

回
答
で
あ
る
。
原
形
復
旧

を
行
う
と
同
じ
災
害
が
発

生
す
る
と
考
え
ら
れ
、
国

の
補
助
事
業
で
あ
る
災
害

復
旧
事
業
は
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

ま
た
、
道
路
事
業
と
し

て
つ
り
橋
を
架
け
替
え
る

場
合
に
つ
い
て
も
国
・
県

と
相
談
し
た
。
8
6
0

メ
ー
ト
ル
上
流
に
福
田

橋
、
1
4
0
メ
ー
ト
ル
下

流
に
福
地
橋
が
あ
り
、　
1

キ
ロ
区
間
内
に
も
う
一
つ

の
橋
を
架
け
る
こ
と
は
、

費
用
対
効
果
も
考
え
補
助

対
象
事
業
と
し
て
採
択
で

き
な
い
と
指
摘
を
受
け

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
苫
米

地
橋
の
架
け
替
え
事
業
を

行
う
に
は
町
単
独
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
、
町
財

政
の
大
き
な
負
担
に
な

る
。
日
常
の
利
用
者
を
考

え
た
時
、
昭
和　

年
に
建

33

設
さ
れ
た
苫
米
地
橋
は
、

今
年
度
を
も
っ
て
廃
止
や

む
な
し
と
い
う
方
向
で
あ

る
。

　

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ

て
き
た
シ
ン
ボ
ル
的
な
つ

り
橋
で
あ
る
の
で
、
ふ
く

ち
ふ
れ
あ
い
公
園
内
に
記

念
碑
の
建
立
を
検
討
し
、

思
い
出
を
後
世
に
伝
え
て

い
き
た
い
。

質　

問　

町
で
も
以
前
か

ら
自
主
防
災
会
の
立
ち
上

げ
を
促
進
し
て
い
る
が
、

町
内
の
自
主
防
災
組
織
の

件
数
及
び
住
民
カ
バ
ー
率

は
。

町
長
答
弁　

町
内
の
自
主

防
災
組
織
は　

団
体
、
火

17

防
団
が　

団
体
組
織
さ
れ

4

て
い
る
。
合
計
で　

団
体

21

で
あ
り
、
加
入
し
て
い
る

世
帯
数
は　

千
7
6
0
世

3

帯
で
、
カ
バ
ー
率
は　

・
50

　

％
と
な
っ
て
い
る
。

27質　

問　

自
主
防
災
組
織

と
行
政
は
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

災
害
対
策
基

本
法
及
び
南
部
町
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、
町
で

は
自
主
防
災
組
織
の
育
成

や
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

町
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加

や
防
災
関
係
の
講
演
会
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

提
供
な
ど
、
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
る
。
日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
防
災
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
被

害
の
防
止
や
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

る
。

質　

問　

今
後
の
課
題
と

取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁　

自
主
防
災
組

織
と
は
強
制
し
て
組
織
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
自

主
防
災
の
必
要
性
を
周
知

徹
底
し
な
が
ら
組
織
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
中
で
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
生
き
埋
め
や
閉
じ
込

め
ら
れ
た
人
の　

％
が
家

60

族
・
友
人
・
知
人
に
よ
っ

て
救
出
さ
れ
て
い
る
。
救

急
隊
に
救
助
さ
れ
た
の
は

わ
ず
か　
・　

％
。
ま
た
、

1
7

東
日
本
大
震
災
で
は
、
庁

舎
や
職
員
が
被
害
を
受

け
、
行
政
機
能
が
低
下
し

た
状
態
に
な
っ
た
自
治
体

も
あ
り
、
自
主
防
災
会
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

　

自
主
防
災
会
を
組
織
し

て
い
な
い
地
区
に
は
一
日

も
早
く
組
織
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
。

自
主
防
災
組
織

に
つ
い
て

夏堀 文孝 議員

 　矯 一 般 質 問

台風15号の影響による濁流で全壊した苫米地橋（つり橋）

苫米地橋 （つり橋）
の復旧を
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質　

問　

今
回
の
馬
淵
川

氾
濫
に
よ
る
農
地
の
被
害

額
と
そ
れ
に
伴
う
収
益
の

減
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
。

町
長
答
弁　

馬
淵
川
氾
濫

に
よ
る
農
地
被
害
は
、
被

害
調
査
結
果
と
農
業
者
か

ら
の
災
害
申
請
を
と
り
ま

と
め
た
と
こ
ろ
、
田
畑
へ

の
土
砂
流
入
堆
積
が
主
な

も
の
。
土
砂
排
除
に
要
す

る
額
を
被
害
額
と
し
て
約

　

億
9
8
0
万
円
と
算
出

1し
た
。

　

収
益
減
と
な
る
農
産
物

被
害
額
は
お
よ
そ　

千
7

6

0
0
万
円
。
内
訳
は
水
稲

が
5
0
0
万
円
強
、
リ
ン

ゴ
等
果
樹
が　

千
6
0
0

1

万
円
強
、
ネ
ギ
、
食
用
菊
、

ブ
ド
ウ
な
ど
、
そ
の
他
野

菜
、
穀
物
類
が
約　

千
5

4

0
0
万
円
。
畜
産
関
係
で

は
約
8
0
0
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

質　

問　

農
地
は
復
旧
対

応
が
遅
く
な
る
傾
向
が
あ

り
、
馬
淵
川
河
川
改
修
と

な
れ
ば
年
月
が
か
か
る
。

こ
の
間
、
農
地
は
何
度
も

被
害
に
遭
う
が
、
遊
水
地

と
み
な
し
て
の
補
償
制
度

は
な
い
の
か
。
無
い
場

合
、
国
、
県
、
町
に
よ
る

基
金
の
積
み
上
げ
に
よ
る

独
自
の
補
償
制
度
は
で
き

な
い
か
。

町
長
答
弁　

馬
淵
川
水
系

河
川
整
備
計
画
の
作
成
及

び
見
直
し
な
ど
を
行
う
馬

淵
川
水
系
河
川
整
備
学
識

者
懇
談
会
で
は
、
当
町
も

遊
水
地
と
し
て
の
役
目
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く

訴
え
て
き
た
が
、
遊
水
地

と
し
て
国
が
認
め
る
の
は

非
常
に
難
題
で
あ
り
、
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

基
金
の
積
み
上
げ
に
よ

る
独
自
の
補
償
制
度
は
、

国
土
交
通
省
の
制
度
と
し

て
、
氾
濫
地
域
が
地
形
的

な
特
徴
に
よ
る
も
の
で
古

い
時
代
か
ら
何
ら
変
わ
っ

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

従
来
の
地
形
で
従
来
ど
お

り
に
氾
濫
し
た
こ
と
に
対

す
る
補
償
制
度
は
な
い
と

の
こ
と
。
町
単
独
の
補
償

制
度
も
財
政
的
に
厳
し

い
。
馬
淵
川
中
流
部
が
県

管
轄
で
あ
る
た
め
、
国
管

轄
と
な
る
よ
う
引
き
続
き

要
望
す
る
。

質　

問　

空
き
家
が
増
え

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
が
、
中
に
は
地
震
等
に

よ
り
倒
壊
し
そ
う
な
建
物

も
あ
る
。
当
町
に
は
ど
の

程
度
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁　

消
防
団
が
平

成　

年　

月　

日
現
在
で

19

5

31

調
査
を
し
た
結
果
で
は
、

全
町
で
2
4
7
軒
（
福
地

地
区　

軒
、
名
川
地
区　

31

95

軒
、
南
部
地
区
1
2
1

軒
）
の
空
き
家
が
あ
る
。

　

こ
の
軒
数
は
、
利
用
可

能
な
空
き
家
と
老
朽
化
し

倒
壊
・
火
災
の
危
険
が
あ

り
、
建
築
物
の
機
能
が
損

な
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

老
朽
危
険
空
き
家
も
含
ん

で
い
る
。

質　

問　

空
き
家
等
建
物

の
老
朽
化
に
よ
る
土
地
の

有
効
活
用
や
、
防
災
の
観

点
か
ら
見
て
も
対
策
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
国
、
県
に
は
何
か
対

策
は
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁　

国
、
県
の
直

接
的
な
政
策
は
現
在
な
い

が
、
当
町
を
初
め
全
国
の

自
治
体
で
実
施
し
て
い
る

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
が
あ

る
。
空
き
家
を
有
効
に
利

用
す
る
一
つ
の
対
策
で
あ

る
が
、
こ
の
制
度
は
利
用

可
能
な
空
き
家
が
対
象
で

あ
る
。

　

老
朽
危
険
空
き
家
の
処

理
と
対
応
は
、
あ
く
ま
で

も
所
有
者
の
権
利
と
責
任

の
も
と
で
行
う
の
が
基
本

で
、
行
政
の
対
応
に
は
法

律
上
の
問
題
も
あ
る
。
再

度
、
消
防
団
員
を
初
め
行

政
員
な
ど
か
ら
も
協
力
を

い
た
だ
き
、
所
有
者
の
把

握
及
び
台
帳
の
整
理
に
努

め
て
い
き
た
い
。

山田 賢司 議員

 　矯 一 般 質 問

台風15号の影響で馬淵川が氾濫し、泥水などの浸水被害を
受けた田んぼ（剣吉・桜場地区）

河川災害（農地）の軽減に
向けての今後の取組みは

町内の空き家
対策について
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質　

問　

当
町
の
人
口
減

少
が
続
く
中
、
若
者
の
雇

用
の
確
保
や
町
民
が
こ
の

町
に
住
み
続
け
た
い
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
対
策
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

町
長
答
弁　

当
町
の
基
幹

産
業
は
農
業
で
あ
り
、
こ

の
農
業
の
振
興
発
展
に
伴

い
関
連
す
る
製
造
業
、
小

売
業
部
門
の
発
展
が
、
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

思
い
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
効
果
は
表
れ
て
い
な

い
の
も
現
状
で
あ
る
。

　

当
町
は
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
農
業
か

ら
観
光
に
つ
な
げ
て
い
く

農
業
観
光
の
推
進
や
農
道

整
備
、
基
盤
整
備
の
充
実

も
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
支
援

で
新
規
就
農
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
一
人
で

も
二
人
で
も
農
業
に
参
入

で
き
る
よ
う
今
後
も
継
続

し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
以
外
に
も
町
独
自

の
支
援
事
業
が
あ
る
が
、

今
後
と
も
農
業
振
興
に
努

め
、
若
い
人
も
農
業
に
従

事
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

雇
用
の
部
分
で
は
、
福

地
第　

工
業
団
地
に
区
画

2

が
ま
だ
残
っ
て
い
る
た

め
、
誘
致
活
動
を
進
め
て

い
る
。
で
き
る
だ
け
早

く
、
残
り
の
区
画
が
埋
ま

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

質　

問　

人
口
は
減
少
し

て
い
る
が
、
単
独
高
齢
者

世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
町
の

取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁　

平
成　

年
度

23

現
在
で
、
高
齢
者
独
居
世

帯
が
6
5
0
世
帯
、
高
齢

者
の
み
世
帯
が
6
0
2
世

帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
で
は
高
齢
者
施
策
と

し
て
、
在
宅
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
日
常
生
活
上
の
援
助
を

行
う
軽
度
生
活
援
助
事
業

や
調
理
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
が
い
者
等
を
対
象
と

し
た
朝
、
昼
、
夕
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
食
の
自

立
支
援
事
業
を
実
施
。
ま

た
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
が
困
難
で
寝

た
き
り
の
方
々
を
医
療
機

関
等
へ
通
院
す
る
高
齢
者

等
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
な
ど
を
展
開
し
て
い

る
。

　

高
齢
者
の
日
常
生
活
の

把
握
は
、
ほ
の
ぼ
の
交
流

協
力
員
の
見
守
り
活
動
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
、
障
が
い
者
の
方
々

を
対
象
と
し
た
緊
急
通
報

体
制
等
整
備
事
業
の
機
器

を
更
新
。
今
年
度
は
平
常

時
や
災
害
時
に
お
け
る
要

援
護
者
を
地
図
上
に
表
示

で
き
る
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
緊
急
時
に
も
素

早
く
確
実
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
く
。

質　

問　

八
戸
市
と
締
結

し
て
い
る
八
戸
圏
域
定
住

自
立
圏
構
想
の
協
定
書
に

し
た
が
っ
て
進
め
て
い
る

事
業
が
、
ど
れ
だ
け
町
民

に
対
し
て
効
果
が
あ
る
の

か
。

町
長
答
弁　

八
戸
圏
域
定

住
自
立
圏
構
想
で
は
、
医

療
・
福
祉
を
初
め
と
し
た

各
分
野
か
ら
現
在
で
は
全

部
で　

事
業
、
当
町
で
は

27

　

事
業
の
協
定
が
締
結
さ

23れ
て
い
る
。
主
な
も
の
と

し
て
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の

運
行
事
業
。
こ
れ
は
、
八

戸
市
立
市
民
病
院
に
現
在

　

台
配
備
し
て
い
る
。
ま

2た
、
安
全
・
安
心
情
報
発

信
事
業
の
圏
域
拡
大
事
業

で
は
、「
ほ
っ
と
ス
ル

メ
ー
ル
」
が
発
信
さ
れ
、

地
域
の
災
害
情
報
を
い
ち

早
く
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
交
通
機
関

で
は
、
平
成　

年　

月　

23

10

1

日
か
ら　

年
間
、
上
限
5

2

0
0
円
バ
ス
の
実
証
実
験

が
実
施
さ
れ
、
南
部
バ
ス

利
用
者
の
利
用
料
の
軽
減

が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

町
民
に
対
す
る
効
果
と

し
て
は
、
各
事
業
を
拡
大

し
な
が
ら
財
政
的
な
負
担

軽
減
を
図
り
広
域
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質　

問　

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
地
域

活
性
化
は
町
単
独
で
は
難

し
い
が
、
圏
域
の
中
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
。

町
長
答
弁　

意
見
を
踏
ま

え
て
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
等

で
検
討
す
る
よ
う
話
を
し

て
い
き
た
い
。

八
戸
圏
域
定
住

自
立
圏
構
想
の

取
り
組
み
と
効

果
は

中舘 文雄 議員

 　矯 一 般 質 問

少子高齢化社会に
向けての町の対応
・人口減少による若者の雇用
　確保
・高齢者単独世帯の増加

ほっとスルメールについて
　八戸地域定住自立圏では、「ほっとスルメー
ル」を配信しております。
 【配信情報】　町内または圏域内の火災情報、緊
急情報、気象情報など
 【利 用 料】　登録料及び情報利用料は無料。通
信料は利用者負担。
 【登録方法】　以下のメールアドレスに空メール
を送信するか、ＱＲコードを読み取って空メー
ルを送信してください。
anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp
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質　

問　

台
風　

号
災
害

15

の
影
響
に
よ
り
、（
仮
称
）

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
の
建

設
地
を
見
直
し
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

台
風　

号
の

15

水
害
で
、（
仮
称
）
医
療
健

康
セ
ン
タ
ー
建
設
地
の
と

な
り
に
あ
る
名
川
中
学
校

は
浸
水
し
て
い
な
い
。

（
建
設
地
も
名
川
中
学
校

と
同
じ
高
さ
で
建
設
を
予

定
し
て
い
た
）
ま
た
、
今

後
は
安
全
対
策
と
し
て
、

予
定
の
地
盤
高
よ
り
も
さ

ら
に
か
さ
上
げ
を
し
て
安

全
を
確
保
す
る
と
同
時

に
、
土
地
造
成
設
計
や
排

水
路
の
変
更
も
行
う
。

　

見
直
し
と
い
う
意
見
で

あ
る
が
、
現
在
の
名
川
病

院
は
非
常
に
老
朽
化
し
て

い
る
。（
仮
称
）医
療
健
康

セ
ン
タ
ー
建
設
地
の
安
全

を
確
認
し
、
早
く
新
し
い

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
を
利

用
で
き
る
環
境
整
備
に
努

め
て
い
く
。

質　

問　

自
営
業
者
が
被

災
し
た
場
合
の
助
成
を
国

に
求
め
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

助
成
を
国
に

求
め
る
こ
と
は
、
商
工
会

と
連
携
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。

　

町
で
は
、
過
去
に
事
業

者
に
対
す
る
特
別
見
舞
金

は
な
か
っ
た
が
、
今
回　
45

事
業
所
に
、
些
少
の
金
額

で
あ
る
が
支
給
を
し
た
。

質　

問　

冠
水
し
て
い
る

地
域
に
、
家
が
あ
る
場
合

の
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応

は
。

教
育
長
答
弁　

通
学
す
る

経
路
が
危
険
と
判
断
さ
れ

る
場
合
は
自
宅
待
機
す

る
、
ま
た
は
、
学
校
と
連

絡
を
取
り
な
が
ら
対
応
す

る
。
必
要
な
場
合
は
、
町

の
バ
ス
等
を
利
用
し
て
児

童
・
生
徒
の
輸
送
も
考
え

て
い
る
。

質　

問　

保
護
者
に
対
し

て
災
害
時
の
対
応
を
説
明

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

教
育
長
答
弁　

危
険
箇
所

が
あ
る
場
合
、
各
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
立
地
条
件
が
異
な
る

た
め
、
教
育
委
員
会
と
各

学
校
が
連
携
し
、
各
学
校

長
の
判
断
で
臨
時
休
校
や

授
業
を
切
り
上
げ
て
下
校

さ
せ
る
措
置
を
取
っ
て
い

る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、

電
話
が
不
通
に
な
り
情
報

伝
達
が
困
難
な
状
態
を
経

験
し
た
。
校
長
会
で
は
、

災
害
発
生
時
の
対
応
方
法

を
、
学
校
だ
よ
り
、
参
観

日
の
全
体
集
会
、
さ
ら
に

は
各
学
年
の
保
護
者
集
会

な
ど
機
会
を
と
ら
え
て
、

保
護
者
へ
周
知
徹
底
を
図

る
よ
う
学
校
長
へ
指
示
し

て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
各
学
校
で

メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
周
知

を
実
施
し
て
い
る
。
特

に
、
メ
ー
ル
配
信
は
、
個

人
情
報
も
あ
る
こ
と
か
ら

保
護
者
の
了
解
を
得
て

行
っ
て
い
る
。

質　

問　

農
業
分
野
以
外

の
影
響
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

農
業
分
野
以

外
の
影
響
は
、
関
税
が
な

く
な
り
輸
入
品
が
そ
の
分

安
く
買
え
る
。
逆
に
、
輸

出
品
も
安
く
売
れ
、
海
外

を
含
め
た
ラ
イ
バ
ル
企
業

と
の
価
格
競
争
で
有
利
に

な
る
と
思
う
。

　

し
か
し
、
関
税
の
原
則

撤
去
は
品
物
だ
け
で
は
な

く
、
医
療
・
看
護
・
保
険

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
一

長
一
短
が
あ
る
と
思
う
。

　

今
は
ま
だ
、
各
分
野
の

細
部
が
示
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
国
の
方
で

詳
細
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

質　

問　

T
P
P
参
加
と

な
っ
た
場
合
、
政
府
に
対

す
る
要
望
は
。

町
長
答
弁　

大
き
な
打
撃

を
受
け
る
分
野
も
あ
り
、

南
部
町　

町
で
の
要
望
と

1

い
う
問
題
で
は
な
い
。
組

織
で
も
っ
て
訴
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

先
般
の
全
国
町
村
長
会

議
で
も
参
加
反
対
決
議
が

可
決
さ
れ
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
で
も
反
対
し
て

い
る
。
青
森
県
の
場
合
は

反
対
の
立
場
で
あ
り
、
組

織
、
団
体
で
も
っ
て
意
思

表
明
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

同
じ
農
業
者
で
も
輸
出

し
て
い
る
農
家
も
あ
り
、

関
税
が
な
く
な
る
こ
と
で

視
野
が
広
ま
る
立
場
の

方
々
も
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
方
は
あ
る
。
当
町

の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ

り
、
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が

デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
い

う
考
え
で
あ
り
、
T
P
P

参
加
は
現
時
点
で
は
す
べ

き
で
は
な
い
と
思
う
。

 　矯 一 般 質 問

立花 寛子 議員

水害対策について
・医療健康センター建設地の
見直しを
・自営業者が被災した場合の
助成

水
害
時
に
お
け

る
学
校
の
対
応

環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い

て
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質　

問　

現
在
把
握
し
て

い
る　

年
後
か
ら　

年
後

10

50

の
人
口
予
測
と
高
齢
者
の

比
率
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

町
長
答
弁　

将
来
人
口
の

予
測
は
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
研
究
所
の
推
計

で
は
、
毎
年
減
少
し
て
い

く
。
ま
た
、
現
在
の
高
齢

化
率
は　
・　

％
で
あ
る
。

29
8

質　

問　

予
測
に
基
づ
く

課
題
に
対
す
る
見
解
は
。

①
人
口
減
少
に
伴
う
行
政

コ
ス
ト
増
②
災
害
時
の
被

災
者
は
、
高
齢
者
の
比
率

が
高
く
な
る
点
に
つ
い
て

③
生
活
利
便
施
設
へ
の
交

通
弱
者
対
策
④
町
の
道

路
、
施
設
等
の
維
持
管
理

対
策
⑤
高
齢
者
の
働
く
場

の
確
保
と
生
き
が
い
の
創

造
に
つ
い
て

町
長
答
弁　

①
こ
れ
か
ら

の
行
政
運
営
は
、
必
要
最

低
限
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

確
保
し
な
が
ら
、
費
用
対

効
果
を
踏
ま
え
た
適
切
な

住
民
協
働
の
形
成
を
目
指

す
必
要
が
あ
る
。

②
重
要
な
の
は
、
短
期
的

に
は
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
、
町
内
会
を
中
心
に

し
た
地
域
の
つ
な
が
り
、

そ
し
て
、
中
・
長
期
的
に

は
定
住
対
策
や
転
入
促
進

に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の

確
保
と
出
生
率
の
向
上
だ

と
考
え
て
い
る
が
、
非
常

に
難
題
で
あ
る
。

③
青
い
森
鉄
道
と
南
部
バ

ス
に
加
え
、
多
目
的
バ

ス
、
な
ん
ぶ
里
バ
ス
を
有

効
に
組
み
合
わ
せ
て
対
策

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

④
道
路
は
、
町
民
の
利
便

性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い

必
要
最
低
限
の
整
備
が
必

要
。

　

公
共
施
設
は
、
直
営
ま

た
は
民
間
委
託
の
方
法
で

コ
ス
ト
を
考
え
て
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
町
内
に
は
N
P
O
法
人

支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ん
ぶ
と
い
う
法
人
が
あ

る
。
そ
う
い
う
方
々
の
支

援
も
い
た
だ
き
、
高
齢
者

が
安
心
で
き
る
生
き
が
い

の
場
の
創
造
に
努
め
て
い

き
た
い
。

質　

問　

バ
ス
の
小
型
化

や
民
営
化
す
る
場
合
の
課

題
は
ど
の
よ
う
な
点
か
。

町
長
答
弁　

里
バ
ス
、
多

目
的
バ
ス
と
も
業
務
委
託

し
て
お
り
、
多
目
的
バ
ス

は
今
年
度
か
ら
す
べ
て
の

車
両
を
小
型
化
し
て
経
費

縮
減
に
努
め
て
い
る
。
里

バ
ス
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

も
兼
ね
て
お
り
、
そ
れ
を

考
慮
し
て
中
型　

台
、
小

3

型　

台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

2

　

台
で
運
行
し
て
い
る
。

1
　

民
営
化
を
せ
ず
委
託
方

式
に
よ
り
運
営
す
る
こ
と

で
地
域
の
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
が
確
保
、
維
持
さ
れ

る
も
の
と
考
え
る
が
、
当

町
は
、
他
町
に
比
べ
て
交

通
体
制
は
非
常
に
整
っ
て

い
る
と
思
う
。

質　

問　

最
近
増
え
て
い

る
デ
マ
ン
ド
形
式
（
利
用

者
の
事
前
予
約
に
よ
り
、

自
宅
や
指
定
場
所
か
ら
目

的
地
ま
で
乗
り
あ
い
で
送

迎
す
る
シ
ス
テ
ム
）
を

行
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る

が
、
当
町
で
取
り
入
れ
る

場
合
の
参
考
事
例
は
あ
る

か
。

町
長
答
弁　

デ
マ
ン
ド
交

通
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
通
常
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
が
運
行
し
て
い

な
い
。
当
町
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
路
線
バ
ス
が
あ

る
。
そ
こ
に
デ
マ
ン
ド
形

式
の
導
入
と
な
れ
ば
、
今

後
、
見
直
し
も
必
要
で
あ

る
。
す
べ
て
の
導
入
は
コ

ス
ト
も
か
か
る
の
で
、
総

合
的
に
交
通
体
制
サ
ー
ビ

ス
を
考
え
て
い
き
た
い
。

八
戸
圏
域
の
広

域
交
通
の
取
り

組
み
と
町
内
の

里
バ
ス
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
あ
り
方

 　矯 一 般 質 問

南
部
町
の
将
来

人
口
の
予
測
と

そ
れ
に
伴
う
施

策
の
方
向

50年後40年後30年後20年後10年後5年後基準年

2055年2045年2035年2025年2015年2010年2005年年

9,598人11,839人14,123人16,574人19,148人20,394人21,552人町の人口

4,815人5,842人6,466人6,939人6,758人6,310人6,028人65歳以上

50.2％49.3人45.8％41.9％35.3％30.9％28.0％高齢化率

　国立社会保障・人口研究所（厚生労働省の機関）による南部町の推計表

工藤 久夫 議員

差引額（円）運賃収入（円）委託額（円）

69,438,4449,191,92878,630,372平成21年度

67,497,9148,894,50076,392,414平成22年度

　多目的バス、里バスを合わせた委託額、運賃収入及び差引額
　※スクールバスを除く。
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質　

問　
　

月
議
会
定
例

9

会
で
予
算
措
置
さ
れ
、
放

射
線
測
定
器
を
町
が
購
入

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
現
在
の
使
い
方
を
問

う
。
さ
ら
に
は
、
将
来
に

わ
た
り
ど
う
い
っ
た
使
い

方
を
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁　

放
射
線
量
測

定
装
置
（　

台
）
の
納
品

2

は
、　

月
末
に
な
る
予

1

定
。
購
入
す
る
放
射
線
量

測
定
装
置
は
、
県
の
原
子

力
安
全
対
策
課
が
県
内
の

放
射
能
を
測
定
し
た
も
の

と
同
型
の
サ
ー
ベ
イ
メ
ー

タ
ー
で
あ
る
。

　

町
内
に
お
け
る
放
射
能

の
実
態
把
握
及
び
対
応
と

し
て
、
現
在
、
空
間
放
射

線
量
率
の
測
定
を
毎
日
、

県
内　

カ
所
の
モ
ニ
タ
リ

20

ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
で

実
施
し
て
い
る
。
今
回
整

備
す
る
放
射
線
量
測
定
装

置
で
町
内
の
測
定
ポ
イ
ン

ト
を
定
め
、
測
定
を
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
測
定
し
た
デ
ー

タ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

関
係
各
課
と
の
協
議
も
必

要
に
な
る
が
、
公
表
し
て

い
く
方
向
で
考
え
て
い

る
。

質　

問　

前
回
の　

月
議

9

会
定
例
会
で
、「
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
へ
の
食
材
納

入
業
者
に
対
す
る
放
射
能

測
定
を
義
務
づ
け
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の

シ
ス
テ
ム
と
業
者
か
ら
の

報
告
の
実
態
を
問
う
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
。

教
育
長
答
弁　

学
校
給
食

の
食
材
は
、
市
場
に
流
通

し
て
い
る
も
の
を
多
く
使

用
し
て
い
る
。
出
荷
段
階

で
国
が
定
め
た
放
射
能
の

暫
定
基
準
値
を
超
え
る
場

合
は
、
出
荷
制
限
等
の
措

置
が
取
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
、
流
通
し
て
い
る
食
品

は
安
全
と
考
え
て
い
る

が
、
よ
り
一
層
の
安
全
性

を
確
認
し
て
、
青
森
県
産

を
主
体
に
食
材
を
購
入
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
施
設

の
栄
養
士
が
集
ま
る
会
議

で
情
報
交
換
を
行
い
、
安

全
な
食
材
の
購
入
に
努
め

て
い
る
。
牛
乳
は
、
二
戸

市
の
工
場
で　

週
間
に　

2

1

回
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

質　

問　

健
康
増
進
公
社

は
、
現
在
の
公
益
法
人
と

し
て
の
法
人
格
で
存
続
さ

せ
る
こ
と
は
不
可
能
と
考

え
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
法
人
形
態
で
存
続
さ
せ

て
い
く
の
か
。

　

そ
の
場
合
、
厚
生
労
働

大
臣
指
定
の
立
場
は
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。

町
長
答
弁　

全
国
的
に
、

公
益
財
団
法
人
に
な
れ
る

団
体
は
全
体
的
に
少
な

く
、
一
般
財
団
法
人
へ
の

移
行
が
多
い
と
思
う
。
中

に
は
、
解
散
を
し
て
新
た

に
民
間
法
人
及
び
企
業
を

募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
当
公
社
は
、
一
般

財
団
法
人
へ
の
移
行
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
大
臣

の
認
定
は
、
バ
ー
デ
ハ
ウ

ス
ふ
く
ち
の
施
設
は
認
可

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
。
公
社
の
み
な
ら
ず
民

間
企
業
で
も
認
定
を
受
け

ら
れ
る
も
の
で
、
法
人
移

行
の
場
合
で
も
、
継
続
し

て
認
定
を
受
け
ら
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

質　

問　

町
の
指
定
管
理

者
と
し
て
の
健
康
増
進
公

社
は
、
責
任
と
権
限
等
の

観
点
か
ら
見
る
と
不
明
確

さ
が
多
過
ぎ
る
。
経
営
に

対
す
る
責
任
と
町
に
よ
る

保
護
助
成
は
、
別
に
考
慮

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
と
健
康
増
進
公
社

の
関
係
を
問
う
。

町
長
答
弁　

町
と
健
康
増

進
公
社
と
の
関
係
は
、
権

限
な
ど
の
リ
ス
ク
分
担

は
、
指
定
管
理
者
募
集
要

項
及
び
基
本
協
定
書
に
よ

り
明
確
に
行
っ
て
い
る
。

経
営
に
関
す
る
こ
と
は
、

す
べ
て
健
康
増
進
公
社
へ

権
限
を
委
譲
し
て
い
る
。

　

町
の
方
も
健
康
増
進
公

社
へ
の
出
資
を
し
て
い
る

た
め
、
公
社
と
の
関
わ
り

を
持
ち
な
が
ら
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質　

問　

町
か
ら
健
康
増

進
公
社
に
対
し
て
過
去
に

　

千
万
円
程
度
の
貸
付
金

4が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
る
が
、
そ
の
扱
い

は
法
人
格
の
変
更
に
伴
っ

て
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て

い
く
の
か
。

町
長
答
弁　

公
益
法
人
制

度
改
革
や
指
定
管
理
者
制

度
の
期
限
が
押
し
迫
っ
て

い
る
た
め
、
貸
付
金
の
解

消
が
急
務
で
あ
る
。
少
し

で
も
貸
付
金
を
少
な
く
し

て
、
経
常
的
な
黒
字
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
し
て

い
く
。

 　矯 一 般 質 問

財
団
法
人
南
部
町
健

康
増
進
公
社
（
バ
ー

デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち
）

放射能測定と
そのデータの
評価

川守田 稔 議員

健
康
増
進
公
社

に
お
け
る
今
後

の
法
人
形
態
は



30広報なんぶちょう　２月号

質　

問　

教
育
、
人
づ
く

り
と
い
っ
て
も
年
代
毎
に

課
題
は
異
な
る
と
思
う

が
、
年
齢
層
に
分
け
て
考

え
た
場
合
の
課
題
は
。

①
義
務
教
育
就
学
前
②

小
・
中
学
校
等
義
務
教
育

期
間
③
高
等
学
校
、
大

学
、
専
門
学
校
就
学
期
④

社
会
人
と
し
て
の
期
間
、

社
会
の
第
一
線
を
退
い
て

か
ら
の
年
代

教
育
長
答
弁　

①
保
育

園
、
幼
稚
園
か
ら
小
学
校

に
入
る
子
供
で
、
授
業
に

集
中
で
き
な
い
、
規
範
意

識
が
な
い
、
言
う
こ
と
を

き
か
な
い
、
学
級
崩
壊
に

な
る
な
ど
の
「
小
１
プ
ロ

ブ
レ
ム
」
と
い
う
傾
向
が

最
近
出
て
き
て
い
る
。
小

学
校
で
は
幼
稚
園
、
保
育

園
、
小
学
校
の
連
携
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②
小
学
校
か
ら
中
学
校
に

入
学
し
た
生
徒
で
、
中
学

校
生
活
に
な
じ
め
な
く
学

習
不
適
応
を
起
こ
し
、
最

後
に
は
不
登
校
に
な
る
傾

向
も
あ
る
。
こ
れ
を
「
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
」と
い
う
が
、

ま
さ
に
小
・
中
連
携
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

③
学
校
生
活
と
社
会
に
出

て
か
ら
の
生
活
の
違
い
に

戸
惑
う
こ
と
が
な
い
よ

う
、
社
会
人
と
し
て
職
業

人
と
し
て
自
立
す
る
た
め

の
教
育
が
求
め
ら
れ
る
。

希
望
を
持
っ
て
高
校
に
進

ん
だ
も
の
の
、
学
校
生
活

が
合
わ
な
い
な
ど
と
中
途

退
学
す
る
。
青
森
県
で
も

一
つ
の
学
校
が
な
く
な
る

く
ら
い
の
退
学
者
を
出
し

て
い
て
、
小
・
中
・
高
の

　

年
間
を
見
通
し
た
教
育

12の
あ
り
方
が
問
題
で
あ

る
。

④
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
、
健
康
に
関
す
る
こ
と

な
ど
内
容
が
多
種
多
様
に

な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

活
動
内
容
の
把
握
、
ま

た
、
要
望
に
合
っ
た
情
報

提
供
の
ほ
か
、
施
設
や
設

備
の
充
実
、
活
動
へ
の
支

援
な
ど
が
望
ま
れ
て
い

る
。

質　

問　

教
育
に
お
け
る

町
と
し
て
の
共
通
目
標
、

い
わ
ゆ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
あ
り
方
と
そ
れ

ぞ
れ
の
年
代
に
お
け
る
必

要
性
と
目
的
、
目
指
す
方

向
、
基
本
的
な
あ
り
方
に

つ
い
て
の
所
見
を
問
う
。

教
育
長
答
弁　

教
育
委
員

会
で
は
、
年
度
ご
と
の
教

育
方
針
の
中
で
教
育
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。

　

目
標
に
沿
っ
て
、
学
校

教
育
を
初
め
社
会
教
育
、

社
会
体
育
、
文
化
活
動
な

ど
の
分
野
ご
と
に
推
進
す

べ
き
施
策
を
定
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。「
教
育

は
人
づ
く
り
、
人
づ
く
り

は
ま
ち
づ
く
り
」
と
の
基

本
理
念
に
基
づ
い
て
重
点

的
に
取
り
組
む
施
策
を
具

体
的
に
掲
げ
、
そ
の
実
践

に
努
め
て
い
る
。

質　

問　

町
の
役
割
と
今

後
の
支
援
策
の
あ
り
方

は
。

教
育
長
答
弁　

学
校
教
育

関
係
で
は
、
教
育
施
設
の

整
備
や
教
職
員
の
専
門
性

を
高
め
る
た
め
、
県
と
連

携
し
た
研
修
の
充
実
。
社

会
教
育
関
係
で
は
、
公
民

館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充

実
や
学
習
情
報
の
提
供
、

各
種
指
導
者
の
養
成
、
関

係
団
体
の
活
動
支
援
、
さ

ら
に
は
相
談
体
制
の
充

実
。
文
化
関
係
で
は
、
伝

統
的
な
後
継
者
の
育
成
支

援
、
南
部
氏
の
調
査
研
究

な
ど
が
大
切
で
あ
る
。
今

後
も
社
会
の
変
化
に
対
応

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
齢
層
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
施
策
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

　

人
づ
く
り
と
し
て
、
幼

稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
の
期
間

は
、
土
台
づ
く
り
の
年
齢

層
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り

の
子
供
た
ち
を
育
て
る
こ

と
を
目
標
に
支
援
し
て
い

き
た
い
。

 　矯 一 般 質 問

南部町の教育
人づくりにおける
現状と課題

根市 　勲 議員

 　矯 行　政　視　察　報　告

荒川の治水対策について学ぶ
　町長及び町議会議員は、12
月19日に台風15号被害による
馬淵川河川改修整備を国会議
員に陳情しました。（詳しく
は広報１月号に掲載）
　20日には、国土交通省荒川
上流河川事務所（埼玉県川越
市）を訪れ、「さいたま築堤」事
業の概要や荒川の治水対策及
び堤防整備について担当職員
から説明を受けました。

さいたま築堤工事箇所（荒川）を視察し、現場の
説明を受ける様子。（埼玉県さいたま市）



議会だより
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 　矯 第41回臨時会

農
作
物
被
災
者
特
別
見
舞
金
に
３
千
８
３
０
万

円
を
補
正  
※
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）

　

第　

回
臨
時
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
上
程
さ

41

23

れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第　

回
南
部
町
議
会
臨
時
会　
　

月　

日

41

11

25

矯 各常任委員会の所管事務調査計画
　平成24年３月までに実施する各常任委員会の所管事務調査は以下

のとおりです。

【２月上旬】　町財政における将来の見通しと意見交換会

　　　　　　①バランスシートに関すること

　　　　　　②合併特例債と地方交付税の見通しについて

 総務企画常任委員会

【２月上旬】　①台風15号による水害の被害状況とその対応について
　　　　　　②リンゴ栽培研究団体の助成について
　　　　　　③東日本大震災で発生したがれき処理について

 産業建設常任委員会

【１月下旬】　①（仮称）医療健康センターの建設概要と建設地の視察
　　　　　　②学校給食センターの事業概要及び視察

 教育民生常任委員会

第43回議会定例会（　月3
定例会）開会のお知らせ。
　開会期間は、３月上旬を予定していま

す。

　議会は、どなたでも傍聴することがで

きます。

　場所は、南部町役場本庁舎３階議場

で、傍聴には受付簿に住所と氏名を記入

するだけです。

　議会で、どのようなことが議論されて

いるのかを、傍聴してみませんか。

■
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長

の
期
末
手
当
を
減
額

▽
平
成　

年　

月
に
支
給
す
る

23

12

町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長

の
期
末
手
当
を
減
額
。（
町

長
4
万
5
千
9
1
7
円
、
副

町
長
3
万　

千
3
4
8
円
、

6

教
育
長　

万　

千
4
6
0
円

3

3

の
減
額
）

■
町
職
員
の
給
料
月
額
を
減
額

▽
青
森
県
人
事
委
員
会
か
ら
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
報
告

及
び
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員

の
給
料
を
改
定
し
、
一
人
に

つ
き
最
大
で
給
料
月
額
の

　
・　

％
を
減
額
す
る
も
の
。

0
47

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正

23

予
算
（
第　

号
）

6

▽
補
正
の
内
容
は
、
台
風　

号
15

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
農
家
へ

の
農
作
物
被
災
者
特
別
見
舞

金
と
し
て　

千
8
3
0
万
円

3

を
追
加
し
、
一
般
会
計
予
算

の
総
額
を
1
0
3
億　

千
6

1

2
3
万　

千
円
と
し
た
。

9

■
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ
い

て

 
【
問
】　

当
町
の
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
は
、
三
戸

郡
の
自
治
体
と
比
較
し

て
も
高
い
方
で
は
な
い

と
思
う
が
、
ど
の
ぐ
ら

い
か
。（
立
花
寛
子
議

員
）

 
【
総
務
課
長
答
弁
】　

当

町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
は
、
平
成　

年
で

23

　

・
̌
。
三
戸
郡
で
は

92中
間
で
あ
る
。

 
【
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
】

　

国
家
公
務
員
の
給
与
を

１
０
０
と
し
た
場
合
の

地
方
公
務
員
の
給
与
水

準
を
示
し
た
指
数
。
一

般
行
政
職
の
学
歴
別
、

経
験
年
数
別
平
均
給
与

額
を
比
較
し
て
算
出
す

る
。

 
町
職
員
の
給
料
引
き
下

げ
に
対
す
る
反
対
討
論

（
立
花
寛
子
議
員
）

▽
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与

引
き
下
げ
は
、
公
務
員
だ

け
で
な
く
人
件
費
を
連
動

さ
せ
て
き
た
社
会
福
祉
施

設
や
私
立
学
校
な
ど
に
も

影
響
す
る
。
ま
た
、
地
域

経
済
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
、
経
済
再
建
に
と
っ

て
マ
イ
ナ
ス
に
し
か
な
ら

な
い
。

▽
採
決
結
果
、
賛
成　

人
、

15

反
対
１
人
（
立
花
寛
子
議

員
）
で
原
案
可
決
。

  
矯 
議
案
に
対
す
る

   　
 
主
な
質
疑
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広報なんぶちょう

人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
道
を
切
り
ひ
ら
く

平
成　

年
南
部
町
成
人
式

24

　

町
民
ホ
ー
ル
「
楽
楽
ホ
ー
ル
」

で
行
わ
れ
た
成
人
式
に
は
、
対
象

者
２
４
１
人
中
１
９
３
人
が
出
席

し
、
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
胸

に
刻
み
ま
し
た
。

　

式
典
で
工
藤
町
長
が
「
郷
土
へ

の
愛
着
と
誇
り
を
胸
に
、
皆
さ
ん

の
情
熱
や
感
性
、
先
見
性
を
携
え

た
英
知
を
ふ
る
さ
と
南
部
町
へ
注

い
で
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
新
成
人
を
代
表
し
て
、

佐
々
木
幸
哉
さ
ん
（
沖
田
面
）
と

奥
瀬
亜
衣
さ
ん
（
斗
賀
）
が
「
私

達
が
育
っ
た　

年
は
不
況
と
呼
ば

10

れ
、
安
定
し
た
世
の
中
で
は
な

か
っ
た
。
昨
年
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
私
達
の
世
代
に
対
す

る
期
待
は
大
き
い
こ
と
を
自
覚
し

て
い
る
。
人
と
人
と
の
絆
を
大
切

に
し
人
の
た
め
に
尽
く
す
、
そ
し

て
自
分
で
道
を
切
り
ひ
ら
い
て
い

く
」
と
力
強
く
決
意
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
・
中
学
生
時
代
の

ス
ラ
イ
ド
上
映
が
行
わ
れ
、
新
成

人
は
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
思
い
出

を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

謝辞を述べる奥瀬亜衣さん㊧、佐々木幸哉さん


